
■地域名       飯田市 上久堅地区、喬木村 冨田地区 

■特徴的な被害対策  集落単位を越えた地域ぐるみでの防護柵の設置 

 

１ 地域の概要 

集落戸数 

 うち農家 
加害鳥獣 被害農作物等 備考 

539 273 シカ・イノシシ 水稲・野菜・果樹・畜産 被害額9,600千円 

 

２ 実施した被害対策の内容 

区 分 実施に当たって工夫等したポイント 

これまでの経過 

・ 近年イノシシに加えてシカによる農作物被害が増加し、対策が

急務となっていた。 

・ H18 に県内外の先進地を視察し、H19 から補助事業の導入にあ

わせ専門家の指導の下、学習会、集落点検、被害マップ作成を行

い、地域をあげての総合的な取り組みを進めてきている。 

防除対策 

金網柵 L=11.5ｋｍ 

・ 資材メーカのプレゼンにより構造を決定。 

・ 専門家の指導の下、地域住民の踏査によりルートを決定。 

・ 生活圏と野生鳥獣の生息地を分ける柵として設置したため、内

部に林地も含む。 

被

害

対

策 生息環境対

策 

捕獲対策 

・ 防護柵の内側にある林地を整備するとともに重点的な捕獲を行

い、野生鳥獣の住みにくい環境をつくる。 

・ 野生鳥獣は柵に沿って動く傾向があるため、柵沿いに捕獲わな

を設置して集中的に捕獲する。 

被害状況 ・ 効果の検証は来年以降 
効

果 その他特記

事項 
 

住民の方からの

コメント 

・ 設置された柵が人と獣をわける境界線の役割を果たすことを期

待している。 

・ 柵の内側や周辺で効果的な捕獲が期待できる。 

 

３ これからの課題 

失敗した事柄  

これからの課題 ・ 延長が長く、一部山林も含むため、維持管理が課題。 

 

４ 成功に至ったポイント 



野生鳥獣被害対

策支援チーム 

 

 

５ 問合せ先 

飯伊野生鳥獣被害対策チーム 

（下伊那地方事務所農政課 電話０２６５－５３－０４１３ 

        林務課   ０２６５－５３－０４２３） 

 

■被害対策に向けた打合せ・事前調査の状況 

 

学習会 検討会 

現地検討 現地検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細 



■被害対策の実施状況 

 

柵の設置状況 柵の設置状況 

 



防護柵設置位置図

喬木村

飯田市




